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高齢化の推移と将来推計
○ 総人口が減少するなかで、高齢化率は上昇。
○ 高齢者人口は「団塊の世代」（昭和22（1947）～24（1949）年に生まれた人）が65歳以上となる平成

27（2015）年には3,392万人となり、その後も増加。54年（2042）年に3,878万人でピークを迎え、
その後は減少に転じるが、高齢化率 は上昇すると推計される。

資料：平成28年版「高齢社会白書」
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世界の高齢化率の推移

○ 我が国の高齢化は、世界で最も高い高齢化率。
○ アジア諸国についてみると、急速に高齢化が進み、特に韓国においては、我が国を上回るスピード

で高齢化が進行。

資料：平成28年版「高齢社会白書」
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高齢者の就労希望状況

○ 60歳以上の高齢者に何歳ごろまで収入を伴う仕事をしたいか聞いたところ、「働けるうちはいつまで

も」が28.9％と最も多く、次いで「65歳くらいまで」「70歳くらいまで」がともに16.6％となっており、就労

を希望する高齢者の割合は71.9％となっている。
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資料：平成28年版「高齢社会白書」



高齢者が行っている生涯学習（複数回答）

○ この１年くらいの間に生涯学習をしたことのある高齢者は、60 代でも70歳以上でも４割以上で

あった。内容は、「趣味的なもの」が最も多く（60代24.6％、70歳以上24.9％） 、次いで

「健康・スポーツ」（60代23.7％、70歳以上20.3％）となっている。

資料：平成28年版「高齢社会白書」
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参加したい団体と参加している団体（複数回答）

○ 高齢者が参加したい団体をみると「趣味のサークル・団体」（31.5％）が最も多く、次いで「健康・スポ

ーツのサークル・団体」（29.7％）となっている。また、参加している団体をみると、「町内会・自治会」

（26.7％）が最も多く、約4 人に1 人が参加している。

資料：平成28年版「高齢社会白書」
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高齢者のグループ活動参加による効果（複数回答）

○ 自主的なグループ活動に参加したことがある高齢者の、活動全体を通じて参加してよかったことは、

「新しい友人を得ることができた」（48.8％）が最も多く、次いで「生活に充実感ができた」（46.0％）、

「健康や体力に自信がついた」（44.4％）の順となっている。

資料：平成28年版「高齢社会白書」
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公民館を拠点にした高齢化社会克服プロジェクト
(愛媛県新居浜市の事例)

資料：愛媛県新居浜市教育委員会 8



平均寿命と健康寿命の推移

資料：平成28年版「高齢社会白書」

○ 日常生活に制限のない期間（健康寿命）は、平成25（2013）年時点で男性が71.19年、女性が74.21年

となっており、それぞれ13（2001）年と比べて延びている。しかし、13（2001）年から25（2013）年までの

健康寿命の延び（男性1.79 年、女性1.56 年）は、同期間における平均寿命の延び（男性2.14年、女性

1.68年）と比べて小さい。
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社会保障給付費の推移

資料：平成28年版「高齢社会白書」

○ 社会保障給付金全体について、平成２５（2013）年度は１１０兆6,555億円となり過去最高の水準。
○ 国民所得に占める割合は、30.56％（前年比0.41ポイント減）。
○ 社会保障給付費のうち、高齢者関係給付費について、平成２５年度は７５兆6,422億円、社会保障給

付費に占める割合は68.4％。
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○ 兵庫県加西市

概ね75才以上で体力の低下を感じている方（介護保険の

認定を受けていない方）を対象に体力の維持・向上を目指
して筋力トレーニング体操、体力測定、健康を保つための
栄養バランスの良い食事の摂取方法についての学習など
を実施。

公民館における健康づくりの取組の例

○ 鹿児島県龍郷町

地域の高齢者らが自ら企画し、生きがいや元気に暮らす
きっかけづくりを見つけるサロン活動「どぅくさ（元気）会」が
公民館等で介護予防、健康づくりなどを目的に健康体操
やレクリエーションなどを実施。

（写真） 兵庫県加西市

（写真） 鹿児島県龍郷町

11



体力年齢の若返りと医療費の抑制効果を実証
Ｈ26.3月末現在 1,425人参加中（教室参加延べ人数３，００５人）

約１５歳以上の若返り

約１０万円の抑制効果

体力年齢の若返りと医療費の抑制効果
（新潟県見附市）
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資料：平成28年版「高齢社会白書」

認知症患者数の推移

○ 65歳以上の高齢者の認知症患者数と有病率の将来推計についてみると、平成24（2012）年は認知

症患者数が462万人と、65歳以上の高齢者の7 人に1 人（有病率15.0％）であったが、37（2025）年

には約700 万人、5人に1人になると見込まれている。
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公民館における認知症予防等の取組の例

○福井県鯖江市

県立医療機関・作業療法士を講師に迎え、認知症予防の
ための講演会を開催。

○千葉県茂原市

平成26年から福祉部局と連携し、民間教育事業者が開発し
た認知症を予防するプログラムを実施。

（写真） 福井県鯖江市

（写真） 千葉県茂原市
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都道府県・市町村教育委員会における学級・講座の開設状況
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成人一般対象 8,406 13,760 8,894 16,204 560 5,604 682 605

女性のみ対象 302 1,374 581 1,118 - 387 18 91

高齢者のみ対象 1,304 2,137 1,450 1,712 35 1,111 36 219

その他 3,088 2,886 4,791 12,733 220 2,331 159 971
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資料：平成27年度社会教育調査中間報告
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■ 開催日 平成28年3月2日（水曜日）
■ 場 所 立教大学池袋キャンパス
■ 参加者数 １２６人
■ 主催 文部科学省、立教大学

立教大学フォーラム

■ 開催日 平成28年3月6日（日曜日）
■ 場 所 大分県立社会教育総合センター
■ 参加者数 １２５人
■ 主 催 文部科学省、東京大学、

大分県立社会教育総合センター

大分フォーラム

北秋田フォーラム
東京大学フォーラム

実施内容
○ 高齢者の主体的な地域参画に関する先導的な取組事例の紹介

例） 放課後子ども教室等の地域による子供たちの学びや子育ての支援、図書館など社会教育施設における起業支
援、ガイドボランティア 等
○ 高齢者の学習環境及びネットワークづくりについての研究討議

例） 高齢者の学習がコミュニティを形成・活性化させる好循環の確立方法、ネットワークづくりのノウハウの共有、高齢
者の知識欲求、余暇時間の有効活用、健康と仲間づくりのための学習環境整備、定年前後世代のキャリア形成を目的
とした高齢者の特性を踏まえた学習機会の充実、その他、高齢者教育に関する取組の先駆者や専門家からの講演 等

趣 旨
多くの高齢者がより一層元気に、豊かな知識・技術・経験を十分に生かしながら、地域の様々な課題解決のために自主

的かつ継続的に活躍できる環境を整備することが必要であるため、高齢者施策に関わる地方公共団体の担当者、高齢
者の学習・社会参加に関わる団体関係者並びに大学及び企業等の関係者の参画による「長寿社会における生涯学習政
策フォーラム（以下「フォーラム」という。）」を開催し、高齢者の主体的な地域参画に関する事例及び関係者やアクティブ
シニアのネットワークづくりに関するノウハウを共有し、地域参画に意欲を持つ高齢者と活動の場を結びつける環境整備
を促進する。

高齢者による地域活性化促進事業 （ 前年度予算額 3,154千円）
29年度要求額 3,154千円）

■ 開催日 平成28年3月24日（木曜日）
■ 場 所 東京大学本郷キャンパス
■ 参加者数 １０３人
■ 主 催 文部科学省、東京大学

■ 開催日 平成28年3月13日（日曜日）
■ 場 所 北秋田市中央公民館
■ 参加者数 １８０人
■ 主 催 文部科学省、東京大学、

北秋田市高齢者いきいきプロジェクト実行委員会 16


